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語
に
お
け
る
半
濁
音
化
を
め
ぐ
る
問
題
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声
明
資
料
を
手
掛
か
り
と
し
て
　
－
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次
「
半
濁
音
化
」
　
に
関
す
る
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

声
明
資
料
に
お
け
る
半
濁
音
符

ハ
行
音
の
分
布
と
半
濁
音
化
の
要
因

覚
如
版
の
連
濁
の
実
態

周
興
版
の
連
濁
の
実
態
と
覚
如
版
と
の
比
較

［
◎
］
　
か
　
［
p
］
　
か

浅

　

田

　

健

　

太

　

朗

「
　
「
半
濁
音
化
」
　
に
関
す
る
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

日
本
語
に
お
け
る
両
唇
閉
鎖
音
［
p
］
　
に
つ
い
て
は
先
学
に
よ
っ
て
様
々
な
研
究
が
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
大
き
く
ハ
行
音
に
関
わ
る

（1）

も
の
と
、
半
濁
音
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
　
［
p
］
、
す
な
わ
ち
パ
行
音
に
関
わ
る
も
の
と
に
大
別
で
き
よ
う
。

前
者
に
関
し
て
は
、
ハ
行
音
の
音
価
は
複
雑
な
変
遷
を
辿
っ
て
お
り
、
そ
れ
故
音
韻
論
的
に
も
様
々
な
解
釈
が
与
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。



音
価
と
し
て
は
［
p
］
＞
［
◎
］
＞
［
h
］
と
調
音
点
を
後
退
さ
せ
て
い
く
唇
音
退
化
現
象
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
［
p
］
＞
［
◎
］
に
な

っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
が
有
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
そ
の
出
自
に
関
し
て
諸
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
字
音
語
の
場
合
に
限
れ
ば
、
ハ
行
音
と
し
て
の
［
p
］
が
促
音
後
、

撥
音
後
の
両
環
境
に
お
い
て
残
っ
た
と
す
る
説
と
、
ハ
行
音
と
し
て
の
［
p
］
に
関
係
無
く
新
た
に
発
生
し
た
も
の
と
す
る
説
が
存
す
る
。

ま
た
表
記
上
に
痕
跡
を
残
さ
な
い
現
象
で
あ
っ
た
が
故
に
、
音
声
レ
ベ
ル
で
［
p
］
に
変
化
す
る
現
象
が
ど
の
時
期
に
発
生
し
、
ど
の
よ
う

な
状
態
で
あ
っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

抑
も
半
濁
音
化
現
象
は
、
連
濁
、
促
音
化
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
ち
、
そ
れ
に
準
じ
て
説
明
さ
れ
る
事
が
多
い
が
、
明
確
に
そ
の
音
韻
論

的
な
発
生
に
つ
い
て
位
置
付
け
を
試
み
て
い
る
先
行
研
究
は
少
な
い
。
沼
本
（
一
九
九
八
）
は
現
代
日
本
語
の
音
素
＼
p
＼
に
つ
い
て
、
「
日
本

語
の
ハ
行
子
音
が
両
唇
音
◎
－
か
ら
、
調
音
点
を
後
退
さ
せ
て
漸
次
h
－
に
移
行
す
る
に
つ
れ
、
そ
れ
ま
で
異
音
の
位
置
に
あ
っ
た
p
，
が
音
韻

（2）

と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
音
韻
論
的
な
成
立
に
関
し
て
は
こ
の
説
明
で
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。

音
声
レ
ベ
ル
に
お
け
る
［
p
］
音
化
の
成
立
論
と
な
る
と
、
先
述
の
よ
う
に
古
代
語
に
お
け
る
［
p
］
音
と
の
関
連
を
論
点
と
し
て
大
き

（3）

く
二
説
に
分
か
れ
る
。
そ
の
両
説
に
関
し
て
は
迫
野
二
九
八
九
）
に
詳
論
が
有
る
の
で
こ
こ
で
は
簡
単
に
触
れ
る
に
留
め
る
が
、
問
題
を
字

音
語
に
限
れ
ば
［
p
］
の
偏
っ
た
分
布
、
す
な
わ
ち
促
音
と
撥
音
の
後
に
し
か
現
れ
な
い
と
い
う
事
実
を
ど
う
捉
え
る
か
で
あ
ろ
う
。
一
方

は
促
音
と
撥
音
の
後
を
「
特
殊
な
環
境
」
と
捉
え
、
そ
の
特
殊
性
故
に
古
代
の
［
p
］
音
が
生
き
残
っ
た
と
す
る
。
一
方
は
促
音
・
撥
音
が

音
韻
と
し
て
成
立
し
た
事
に
よ
り
新
た
に
［
p
］
音
が
発
生
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
両
者
を
取
り
入
れ
た
柳
田
（
一
九
九
一
）
は
次
頁
の

（4）

表
の
よ
う
に
纏
め
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
前
者
の
言
う
「
特
殊
な
環
境
」
を
音
声
学
的
な
要
因
と
捉
え
、
唇
音
［
p
］
　
［
m
］
に
ハ
行
音
［
p
］
が
後
続
す
る
場
合
等
は

古
代
の
［
p
］
が
残
存
し
た
も
の
と
し
、
そ
の
環
境
以
外
は
促
音
便
、
撥
音
便
の
一
般
化
と
共
に
［
◎
］
か
ら
［
p
］
に
転
じ
た
と
す
る
。

（5）

ま
た
そ
の
音
声
レ
ベ
ル
で
の
発
生
時
期
に
つ
い
て
奥
村
（
一
九
七
二
）
は
、

日
本
語
に
お
け
る
半
濁
音
化
を
め
ぐ
る
問
題
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そ

後の音撥 後の音声入

強

便音

擬

p
n n m 唐 k t p 条 上
撥 撥 撥 音 入 入 入 件 代
音 音 音 声

立
声
立

声
立

に の
立

音

日 日 日 日
の 音 後 後 の の の 調 わ 便 声 現
他 の

後
後 後 後 表

現
な
い
も
の

の
条
件
に
ぁ
ぅ
も
の

擬
態
語

れ
る
ヶ
ー
ス

○ ○ ○ ○
残
存

・
新
生

× × × × × × × × ×

△ △ △ △

□ □ □ □

○
古
い
p
音
が
残
存
し
て
い
る
も
の

×
後
に
◎
音
か
ら
新
生
し
た
も
の

△
後
に
中
国
語
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

ロ
成
立
し
た
p
音
を
用
い
た
も
の

半
濁
点
表
記
の
存
し
な
い
頃
の
状
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
の
如
き
、
促
音
直
後
の
ハ
行
子
音
な
ど
は
、
破
裂
音
的
に
発
音
さ
れ

る
事
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

コ

ツ

ハ

ウ

　

ヒ

ツ

フ

「
骨
法
・
匹
夫
」
　
（
三
巻
本
芋
類
抄
）
　
「
か
っ
は
と
　
（
擬
声
語
）
」
　
（
日
蓮
遺
文
如
説
修
行
抄
～
一
二
八
二
年
）

た
だ
し
、
促
音
の
影
響
に
よ
る
摩
擦
音
F
の
破
裂
音
化
は
、
促
音
発
生
の
当
初
か
ら
、
普
遍
的
に
起
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
キ
リ
シ

（6）

タ
ン
資
料
あ
た
り
ま
で
下
っ
て
も
、
例
え
ば
「
日
本
」
の
表
記
に
関
し
、
「
ロ
i
p
p
O
n
（
ド
チ
リ
ナ
キ
リ
シ
タ
ン
）
n
i
f
f
O
n
（
コ
イ
ヤ
ー
ド
文
典
）
」



の
両
形
が
対
立
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
も
っ
と
古
い
時
代
に
お
い
て
は
、
摩
擦
音
F
が
、
促
音
の
直
後
に
現
れ
る
と
い
う
様
な
事

ホ

ン

ハ

　

ヘ

ン

ハ

も
、
相
当
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、
「
奔
波
・
偏
頗
」
（
三
巻
本
芋
類
抄
）
の
類
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
半
濁
音
表
記
と
見
な
す
説

が
有
る
が
、
撥
音
直
後
の
ハ
行
音
は
む
し
ろ
、
濁
音
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
現
に
、
「
偏
頗
」
の
例
は
、
「
‥
頗
」
の
如
く
、
濁
点

が
付
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
、
撥
音
直
後
の
ハ
行
音
に
関
す
る
半
濁
音
化
は
、
比
較
的
お
そ
か
っ
た
ら
し
く
、
現
代
京
都
語
に
お
い

ペ

ン

　

ポ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ベ

ン

　

ボ

ウ

て
も
、
「
三
派
・
三
辺
・
三
方
」
等
の
半
濁
音
形
は
、
「
三
羽
・
三
遍
二
二
宝
」
の
如
き
濁
音
形
よ
り
も
、
新
し
い
熱
合
語
と
見
な
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

と
し
、
迫
野
（
一
九
八
九
）
は
、

唇
内
入
声
に
続
く
ハ
行
音
は
こ
れ
以
前
（
筆
者
注
・
平
安
末
期
の
九
条
家
本
『
法
華
経
音
』
で
唇
内
入
声
韻
尾
が
［
u
］
に
変
化
す
る
以
前
）

に
す
で
に
促
音
下
の
p
音
と
し
て
実
現
す
る
形
態
的
特
質
を
完
成
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
舌

内
入
声
に
後
続
す
る
ハ
行
音
の
場
合
も
恐
ら
く
こ
れ
と
並
行
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
す
る
。
つ
ま
り
、
促
音
後
の
［
p
］
音
化
は
促
音
の
成
立
と
共
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
撥
音
後
の
［
p
］
音
化
は
促
音
後
の
そ
れ
よ
り
遅

れ
て
始
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
明
確
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
状
況
が
窺
え
る
。

従
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
半
濁
点
表
記
が
存
在
し
な
い
時
代
の
促
音
後
、
翌
日
後
の
ハ
行
音
の
状
態
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
で

あ
る
。
右
に
有
る
よ
う
に
、
璧
置
後
の
ハ
行
音
は
当
初
濁
音
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
［
p
］
音
化
し
た
時
期
や
、
＼

◎
＼
音
素
上
に
あ
る
条
件
異
音
の
位
置
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
［
p
］
の
実
態
を
実
証
的
方
法
で
明
確
に
位
置
づ
け
た
論
は
無
い
。
ま
た
そ
の

為
に
半
濁
音
化
発
生
の
要
因
に
つ
い
て
も
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
本
稿
で
は
以
上
の
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
積
極
的
に

用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
声
明
資
料
に
よ
っ
て
考
察
を
試
み
る
。

二
、
声
明
資
料
に
お
け
る
半
濁
音
符

日
本
語
に
お
け
る
半
濁
音
化
を
め
ぐ
る
問
題

八
一
九
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八
二
〇

本
稿
で
は
『
覚
如
版
法
華
慨
法
』
と
　
『
周
興
版
法
華
俄
法
』
　
の
二
つ
の
声
明
資
料
を
扱
う
。
こ
の
二
本
は
内
容
が
ほ
ぼ
対
応
し
て
お
り
、

適
時
的
な
対
照
が
可
能
で
あ
る
。

『
覚
如
版
法
華
魔
法
』

刊
記
無
し
。
天
台
系
声
明
譜
本
。
但
し
仮
名
の
字
体
な
ど
は
『
大
原
三
千
院
蔵
九
条
錫
杖
長
音
』
　
（
鎌
倉
文
永
七
年
奥
書
）
と
酷
似

し
て
お
り
、
同
じ
く
鎌
倉
時
代
の
資
料
と
し
て
扱
う
。
収
録
曲
目
は
「
法
華
俄
法
」
「
妙
法
蓮
華
経
安
楽
行
品
」
「
九
条
錫
杖
」
で
、

「
法
華
俄
法
」
「
妙
法
蓮
華
経
安
楽
行
品
」
は
新
漢
音
資
料
、
「
九
条
錫
杖
」
は
呉
音
資
料
で
あ
る
。
以
下
覚
如
版
と
す
る
。

『
周
興
版
法
華
俄
法
』

底
本
の
奥
書
と
見
ら
れ
る
識
語
に
文
亀
二
年
（
室
町
時
代
・
一
五
〇
二
）
と
あ
る
。
刊
記
は
無
い
が
、
宗
淵
の
開
版
と
見
ら
れ
、

江
戸
時
代
末
期
刊
か
。
天
台
系
声
明
譜
本
。
『
例
時
作
法
』
　
と
共
。
以
下
周
興
版
と
す
る
。

（7）

さ
て
、
こ
の
内
周
興
版
に
は
半
濁
音
符
が
出
現
す
る
。
半
濁
音
符
に
つ
い
て
の
論
及
は
種
々
存
す
る
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
が
、
周
興

版
の
半
濁
音
符
は
仮
名
右
肩
に
点
が
一
つ
の
も
の
で
あ
る
（
左
コ
ピ
ー
参
照
）
。
次
に
全
用
例
を
示
す
（
掲
載
は
出
現
順
、
半
濁
音
符
は
現
行
の
も

の
を
使
用
す
る
）
。軋

み
敦

繁
華
蟄
　
雷

〔
促
音
後
〕
　
（
三
四
例
）

ハ
ッ
ペ
イ
　
　
タ
ッ
ハ
　
　
　
ハ
ッ
ポ

法
井
、
闊
婆
、
八
部
、

シ
ツ
パ
ウ
　
　
セ
ッ
パ
　
　
ポ
ッ
パ
ウ

黄
法
、
説
法
、
勿
抱
、

〔
撥
音
後
〕
　
（
四
一
例
）

ハ
ッ
　
ポ

八
部
、

ブ
ツ
ポ
ウ

彿
賛
、

ホ
ッ
ボ
ウ

北
方
、

ホ
ッ
ポ
ウ

法
賓
、

ホ
ッ
ポ
ウ

北
方
、

ジ
ツ
パ
ウ

十
方
、

ホ
ッ
ポ
ウ

北
方
、

パ
ウ

説
法
、

ハ
ッ
ポ
ウ
　
　
セ
ッ
パ
ウ

法
貨
、
説
法
、

シ
ツ
ポ
ウ
　
　
シ
ツ
ポ

七
資
、
七
菩
、

セ
ッ
プ
　
　
フ
ッ
パ
ウ
　
　
ソ
ッ
ポ

説
不
、
悌
法
、
卒
暴
、

キ
ッ
ポ
ウ

及
賛
、

ホ
ッ
パ
ウ

北
方
、

ジ
ツ
パ
ウ

十
方
、

パ
ウ

説
法
、

ジ
ツ
パ
ウ

十
方
、

パ
ウ

説
法
、

ジ
ツ
パ
ウ

十
方
、

セ
ッ
パ
ウ

説
法
、

ジ
ツ
パ
ウ

十
方
、

セ
ッ
パ
ウ

説
法
、

セ
ッ
ポ
ウ

説
法
、

シ
ッ
プ

賛
不
、

ジ
ツ
バ
ク

十
方



サ
ム
ボ
ウ

三
賛
、

メ
ン
ポ
ウ

面
奉
、

ポ

ジ
ン
ピ
ジ
ン
　
　
サ
ン
ボ
ウ
　
　
サ
ン
ボ
ウ
　
　
タ
ン
プ
ツ
　
　
ナ
ム
パ
ウ
　
　
ナ
ム
パ
ウ
　
　
ナ
ム
パ
ウ
　
　
　
　
ポ
ウ
　
　
サ
ム
ポ
ウ
　
　
サ
ム
プ

人
非
人
、
三
賓
、
三
賛
、
歎
価
、
南
方
、
南
方
、
南
方
、
三
賛
、
三
賛
、
三
不
、

サ
ム
ボ
ウ
　
　
ブ
ン
ピ
ッ

三
賛
、
文
筆
、

ポ
　
　
　
　
　
　
ポ

三
菩
、
三
菩
、
三
菩
、

デ
ム
プ
　
　
デ
ム
プ
　
　
　
　
パ
ウ
　
　
サ
ム
ポ
ウ
　
　
ダ
ン
パ
　
　
デ
ム
プ
　
　
　
　
パ
ウ
　
　
　
　
パ
ウ

念
傍
、
念
傍
、
観
法
、
三
碧
、
檀
波
、
念
傍
、
念
法
、
念
法
、

ボ
　
　
ブ
ン
プ
　
　
　
　
バ
ン
　
　
　
　
ビ

三
菩
、
聞
価
、
身
半
、
身
皮

ポ
ウ
　
ケ
ン
プ
　
　
チ
ン
バ
ク
　
　
テ
ン
パ
ウ
　
ク
ワ
ン
ボ
ン
　
　
ハ
ム
プ

善
報
、
見
不
、
纏
縛
、
特
法
、
還
本
、
几
夫
、

プ
　
　
　
　
プ
ク
　
　
ナ
ム
パ
ウ
　
　
ヘ
ン
プ
ク
　
　
　
　
プ
ク
　
　
　
　
プ
ク

心
不
、
遍
覆
、
南
方
、
遍
覆
、
遍
覆
、
遍
覆
、

右
の
よ
う
に
、
周
興
版
で
は
半
濁
音
符
に
よ
っ
て
後
続
の
ハ
行
の
音
価
が
　
［
p
］
　
で
あ
る
事
が
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
濁
音
符
と
共

に
か
な
り
書
き
分
け
が
為
さ
れ
て
い
る
と
見
て
良
い
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
音
韻
的
に
＼
b
＼
並
び
に
＼
p
＼
が
成
立
し
て
い
る
事
を
示
唆
し
て

い
る
。
半
濁
音
符
は
恐
ら
く
宗
淵
の
手
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
従
っ
て
江
戸
後
期
に
は
半
濁
音
の
書
き
分
け
は
厳
密
に
行
わ
れ
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
促
音
後
（
唇
内
・
舌
内
入
声
韻
尾
が
前
接
す
る
）
、
撥
音
後
（
唇
内
・
舌
内
鼻
音
韻
尾
が
前
接
す
る
）
　
の
ハ
行
子
音
に
つ
い
て
振
仮
名
が

付
さ
れ
た
も
の
を
見
て
み
る
と
、
以
下
の
分
布
に
な
る
。

〔
促
音
後
〕
　
（
全
七
四
例
）

ハ
行
表
記
（
四
例
）

セ
ツ
　
ヒ
　
　
　
　
フ
　
ハ
ウ
　
　
　
フ
　
ヒ

説
非
、
備
法
、
悌
秘
、

パ
行
表
記
（
三
四
例
）

用
例
は
先
の
通
り
。

無
表
記
（
三
六
例
）

〔
撥
音
後
〕
　
（
全
八
五
例
）

ハ
行
表
記
（
九
例
）

シ
チ
ハ
ッ

責
法
、

日
本
語
に
お
け
る
半
濁
音
化
を
め
ぐ
る
問
題
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研
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コ
ン
　
フ
　
　
イ
ム
　
ホ
　
　
パ
ン
　
パ
　
　
セ
ン
ホ
ウ
　
　
ガ
ン
バ
ウ
　
　
ハ
ム
　
ハ
　
　
ケ
ン
　
フ
　
　
グ
ワ
ン
ヒ
ッ
　
　
　
　
ヒ

根
奉
、
音
菩
、
満
法
、
善
奉
、
門
法
、
梵
波
、
肩
価
、
願
必
、
見
彼

バ
行
表
記
（
五
例
）

サ
ン
ボ
ウ
　
　
コ
ン
ボ
ン
　
　
　
　
プ
ク
　
　
モ
ン
　
　
　
　
　
ジ
ム
ボ
ウ

三
賛
、
根
本
、
千
幅
、
開
法
…
、
深
法

パ
行
表
記
（
四
一
例
）

用
例
は
先
の
通
り
。

無
表
記
（
三
〇
例
）

八
二
二

（8）

以
上
を
見
る
と
、
促
音
後
環
境
に
お
い
て
は
　
［
h
］
　
［
p
］
が
、
撥
音
後
環
境
に
お
い
て
は
［
h
］
　
［
b
］
　
［
p
］
が
現
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
個
々
の
例
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
、
熟
語
と
し
て
の
結
合
性
の
有
無
と
い
う
観
点
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
も
う
少
し
整
理
す

る
事
が
出
来
る
。

（9）

ま
ず
促
音
後
で
あ
る
が
、
本
資
料
に
は
小
書
き
の
「
ツ
」
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
促
音
表
示
専
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
先
行
字
の
振
仮
名
が
無
表
記
の
例
を
除
く
と
、
促
音
後
環
境
で
は
半
濁
音
符
を
有
す
る
ハ
行
字
の
前
の
「
ツ
」
が
全
て
小
書
き
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
半
濁
音
符
を
有
さ
な
い
ハ
行
字
の
前
の
「
ツ
」
に
は
小
書
き
が
見
ら
れ
ず
、
ま
た
「
チ
」
や
無
表
記
の
例
も
多
い
。

従
っ
て
、
促
音
後
環
境
の
半
濁
音
符
を
有
さ
な
い
ハ
行
字
の
用
例
は
促
音
化
し
て
い
な
い
例
で
あ
る
と
解
釈
出
来
る
。
つ
ま
り
、
促
音
後
環

境
に
お
け
る
促
音
後
の
ハ
行
音
は
周
興
版
で
は
確
実
に
半
濁
音
化
が
見
ら
れ
る
。

撥
音
後
の
ハ
行
音
は
促
音
後
環
境
に
比
す
る
と
半
濁
音
化
す
る
割
合
が
減
じ
て
い
る
と
す
る
事
が
出
来
る
。
ま
た
熟
語
と
し
て
の
結
合
性

を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
撥
音
後
の
半
濁
音
符
・
濁
音
符
を
有
さ
な
い
ハ
行
字
の
例
は
熟
語
と
は
見
な
し
難
い
。
そ
の
前
後
を
見
る
と
、
構
造

上
全
て
の
結
合
性
が
弱
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
根
奉
」
は
「
善
根
・
奉
福
」
、
コ
首
菩
」
は
「
観
世
音
・
菩
薩
」
、
「
満
法
」
は
「
弥
満
・

法
界
」
、
「
善
奉
」
は
「
諸
善
・
奉
行
」
、
「
門
法
」
は
「
沙
門
・
法
」
、
「
肩
悌
」
は
「
有
焔
肩
・
彿
」
、
「
願
必
」
は
「
行
靡
・
必
・
果
遂
」
、
「
見



布分の音桁ノるナおに版興周l表

境環 レ咄レ韻音 レ咄レ声音

音行＼ノ

ろ後の外以／′1
N1′1

／
／Q

J′J
1′1

1n／′1
］◎［］G［1n［

ろ後の／′1
Qr′

1
J′1p

1′1
］p［

ろ後の／′1
N／／

合場
Jヽ・ヽVなし濁連 1′1p

／
／

］p［

合場るす濁連 J′1
b／／

］b［

彼
」
は
「
面
見
・
彼
悌
」
と
な
り
、
全
て
意
味
的
に
複
数
の
熟
語
に
跨
っ
て
い
る
例
と
解
釈
出
来
る
。

ま
た
「
梵
波
」
は
、
梵
語
の
音
訳
部
で
あ
る
の
で
除
外
す
る
と
、
一
語
と
し
て
の
纏
ま
り
を
有
す
例
は

撥
音
後
の
ハ
行
表
記
に
は
無
く
な
る
。

従
っ
て
、
周
興
版
に
お
け
る
、
熟
語
と
し
て
の
結
合
性
を
有
す
と
い
う
条
件
下
で
の
後
行
字
頭
子
音

の
音
声
的
現
れ
は
、
［
p
］
（
＼
Q
＼
の
後
ろ
で
）
、
［
b
〓
p
］
（
＼
N
＼
の
後
ろ
で
）
と
な
る
。
実
際
に
は
［
p
］

［
b
］
の
雨
音
は
音
韻
論
的
に
独
立
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
、
表
1
に
示
す
様
に
な
る
。

三
、
ハ
行
書
の
分
布
と
半
濁
音
化
の
要
因

前
節
で
見
た
周
興
版
の
促
音
後
、
撥
音
後
の
ハ
行
音
の
分
布
に
お
い
て
、
促
音
後
環
境
で
［
p
］
の

み
と
な
る
の
は
、
先
引
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
例
「
n
i
f
f
O
n
」
の
如
き
促
音
の
後
に
摩
擦
音
が
後
接
す
る

用
例
が
存
在
す
る
様
相
と
異
な
る
。
し
か
し
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
「
f
f
」
表
記
を
促
音
後
に
［
◎
］

（10）

が
き
た
も
の
と
解
釈
す
る
点
に
関
し
て
は
、
柳
田
二
九
九
一
）
が
疑
義
を
差
し
挟
ん
で
お
り
、
筆
者
も

そ
れ
に
従
う
。

そ
も
そ
も
促
音
後
の
［
p
］
音
化
に
関
し
て
は
、
浜
田
（
一
九
八
三
）
、
迫
野
（
一
九
八
九
）
が
「
促
音

u卿汎

の
完
全
な
実
現
を
は
か
る
」
為
に
、
摩
擦
音
で
あ
る
盲
］
を
回
避
し
た
と
い
う
音
声
レ
ベ
ル
に
お
け

る
原
因
を
提
示
し
て
お
り
、
従
う
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ハ
行
音
が
摩
擦
音
と
い
う
点
は
変
わ
ら
な

（12）

い
現
代
語
の
状
況
を
見
て
も
基
本
的
に
促
音
の
後
に
ハ
行
音
は
続
か
な
い
の
で
、
矛
盾
は
無
い
と
思
わ

れ
る
。

（13）

撥
音
後
環
境
で
［
b
］
［
p
］
に
分
布
す
る
の
は
、
迫
野
（
一
九
八
九
）
の
指
摘
し
た
日
葡
辞
書
の
分
布
、

日
本
語
に
お
け
る
半
濁
音
化
を
め
ぐ
る
問
題

（14）

並
び
に
現
代
語
の
状
況
と
一
致

八
二
三



鎌
．
倉
時
代
語
研
究
八
二
四

す
る
。
撥
音
後
の
［
p
］
の
発
生
理
由
と
し
て
、
浜
田
（
一
九
八
三
）
は
語
頭
及
び
母
音
音
節
の
後
に
＼
◎
＼
、
促
音
後
に
＼
p
＼
、
撥
音
後
に
＼

（
1
5
）

b
＼
と
い
う
対
応
が
音
韻
論
外
の
理
由
に
よ
っ
て
混
乱
を
起
こ
し
た
為
と
し
、
迫
野
（
一
九
八
九
）
は
促
音
と
撥
音
の
「
密
接
な
音
韻
論
的
」

関
連
性
を
重
視
し
、
「
『
急
促
ル
声
ノ
下
』
に
成
立
し
た
p
音
は
、
や
が
て
そ
の
促
音
と
密
接
な
関
連
を
持
つ
撥
音
に
続
く
ハ
行
音
を
も
p
音

（
1

6
）

に
変
え
て
い
っ
た
」
と
す
る
。
両
説
は
撥
音
後
の
半
濁
音
化
の
原
因
と
し
て
音
声
的
要
因
、
つ
ま
り
鼻
音
と
［
p
］
音
と
の
両
者
に
何
ら
か

の
音
声
的
な
繋
が
り
が
存
す
る
事
を
却
下
し
て
い
る
事
で
一
致
し
て
い
る
が
、
前
者
は
音
韻
論
外
の
要
因
に
原
因
を
求
め
、
後
者
は
撥
音
と

促
音
と
の
音
韻
論
的
な
関
係
に
原
因
を
求
め
て
い
る
。

対
し
て
柳
田
二
九
九
一
）
は
m
撥
音
に
続
く
場
合
と
n
撥
音
に
続
く
場
合
に
分
け
て
考
え
て
い
る
。
ご
く
大
ま
か
に
言
え
ば
、
－
m
◎
－
形
よ

（
1
7
）

り
も
、
】
ヨ
p
】
形
の
方
が
「
安
定
し
た
形
」
で
あ
る
と
し
、
m
撥
音
の
場
合
も
n
撥
音
の
場
合
も
よ
り
「
安
定
し
た
形
」
で
落
ち
着
い
た
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
撥
音
後
の
ハ
行
音
が
［
p
］
音
化
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
諸
説
有
る
が
、
筆
者
の
考
え
で
は
柳
田
（
一
九
九
一
）

の
説
が
周
興
版
の
状
況
を
説
明
す
る
の
に
都
合
が
良
い
よ
う
に
思
う
。

す
な
わ
ち
、
周
興
版
で
は
語
中
の
［
h
］
と
［
p
］
は
同
環
境
下
に
現
れ
ず
、
促
音
後
及
び
撥
音
後
に
［
p
］
、
そ
れ
以
外
は
［
h
］
と
し

て
現
れ
る
。
従
っ
て
［
h
］
と
［
p
］
は
互
い
に
排
他
的
な
関
係
で
あ
っ
て
、
相
補
分
布
を
成
し
て
い
る
と
言
え
る
。
先
引
の
浜
田
・
迫
野

説
の
様
に
撥
音
後
の
［
p
］
を
促
音
後
と
撥
音
後
の
混
乱
、
乃
至
促
音
後
環
境
か
ら
撥
音
後
環
境
へ
の
流
入
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う

に
整
然
と
し
た
分
布
に
は
落
ち
着
か
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
や
は
り
撥
音
後
の
［
p
］
に
も
よ
り
規
則
的
な
、
音
声
レ

ベ
ル
で
の
説
明
が
必
要
と
な
る
が
、
問
題
は
な
ぜ
l
m
p
l
形
が
安
定
し
た
形
で
あ
り
得
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

そ
の
際
、
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
先
述
の
促
音
後
の
［
p
］
音
発
生
の
理
由
で
あ
る
。
先
述
し
た
が
、
浜
田
（
一
九
八
三
）
は
「
破
裂
音
［
p
］

は
、
そ
の
前
に
挿
入
さ
れ
た
促
音
を
完
全
な
形
で
実
現

l
す
る
こ
と
、
即
ち
呼
気
の
停
止
を
確
実
に
行
う
為
に
、
摩
擦
音
［
◎
］
か
ら
無
意
識

（
1
8
）

的
に
変
化
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
更
に
迫
野
（
一
九
八
九
）
は
、
こ
の
浜
田
二
九
八
三
）
の
意
見
を
次
の
よ
う
に
纏
め
て
い

る
。



促
音
音
韻
の
本
質
は
、
有
坂
秀
世
氏
に
よ
れ
ば
　
「
発
音
運
動
の
突
然
の
停
止
」
　
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
サ
行
音
や
ハ
行
音
は
、
そ
の

点
で
理
想
的
な
条
件
に
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。
と
も
に
摩
擦
音
を
頭
子
音
と
し
、
呼
気
の
完
全
な
停
止
が
行
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

サ
行
音
の
オ
ト
ッ
ツ
ア
ン
（
お
父
様
）
チ
ッ
チ
ャ
イ
（
小
さ
い
）
シ
ョ
ツ
チ
ュ
ー
（
始
終
）
の
よ
う
な
促
音
の
後
の
破
擦
音
化
は
、
そ
の
点

を
補
正
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
行
子
音
の
促
音
の
後
の
p
音
化
も
こ
れ
と
同
一
線
上
で
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。た

だ
し
、
サ
行
音
の
場
合
は
そ
の
転
換
は
な
お
語
彙
的
な
段
階
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
ハ
行
音
の
場
合
は
、
促
音
の
後
で
は
規
則
的

に
p
音
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ハ
行
音
の
場
合
は
、
幸
運
に
も
促
音
の
完
全
な
実
現
を
助
け
る
P
音
が
音
韻
と
し
て
定
着
し
易
い

条
件
の
も
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ハ
行
音
価
の
変
遷
に
よ
っ
て
、
音
韻
体
系
の
中
に
k
‥
g
＝
t
＝
d
‖
（
）
‥
b
と
い
う
空
位
が
あ
り
、
こ
れ
を

埋
め
る
べ
く
促
す
と
こ
ろ
の
体
系
の
要
請
が
あ
っ
た
。
こ
の
遇
合
に
よ
っ
て
、
新
た
な
P
音
が
国
語
音
韻
体
系
の
中
に
容
易
に
そ
の
座

を
占
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ハ
行
に
直
前
す
る
促
音
も
ま
た
、
そ
の
為
に
規
則
的
か
つ
完
全
な
実
現
を
は
か
る
こ
と
が
出
来
る
よ

（19）

う
に
な
っ
た

こ
の
促
音
の
本
質
「
発
音
運
動
の
突
然
の
停
止
」
を
撥
音
に
も
当
て
は
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
促
音
の
本
質
が
「
呼
気
の

完
全
な
停
止
」
な
ら
ば
、
撥
音
の
本
質
は
「
鼻
腔
へ
の
呼
気
の
流
出
」
　
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
撥
音
も
口
腔
か
ら
の
呼
気
の
流
れ
は
完
全
に

停
止
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
両
者
は
口
腔
へ
呼
気
を
流
出
し
な
い
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
。
抑
も
促
音
と
撥
音
は
共
に
物
理
的
に
固
有

の
音
声
を
持
た
ず
、
後
接
す
る
子
音
の
影
響
を
受
け
る
音
素
で
あ
り
、
両
者
の
違
い
は
鼻
音
性
の
有
無
に
あ
る
。
促
音
後
に
ハ
行
音
が
く
る

場
合
、
逆
行
同
化
し
て
摩
擦
音
で
あ
る
　
［
◎
］
　
の
口
の
構
え
を
す
る
と
口
腔
へ
の
呼
気
の
流
出
を
防
ぐ
事
が
困
難
と
な
り
、
そ
の
為
に
促
音

の
音
価
は
　
［
p
］
　
に
変
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
後
接
の
子
音
も
　
［
p
］
　
と
な
る
。
一
方
撥
音
後
の
場
合
、
口
腔
へ
の
呼
気
の
流
出
を
後
接
す

る
子
音
の
調
音
点
を
利
用
し
て
堰
き
止
め
、
鼻
に
抜
く
。
つ
ま
り
摩
擦
音
で
あ
る
ハ
行
音
が
後
接
す
る
場
合
、
や
は
り
両
唇
に
よ
っ
て
口
腔

へ
の
呼
気
の
流
出
を
防
ぐ
事
が
困
難
に
な
り
、
そ
の
為
に
撥
音
の
音
価
は
　
［
m
］
　
に
変
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
後
接
の
子
音
も
　
［
p
］
　
と
な

日
本
語
に
お
け
る
半
濁
音
化
を
め
ぐ
る
問
題
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六

る
。
つ
ま
り
促
音
後
、
撥
音
後
と
も
口
腔
へ
呼
気
を
流
出
せ
ず
に
直
後
に
摩
擦
音
を
発
音
す
る
事
が
困
難
で
あ
る
点
は
変
わ
り
な
い
の
で
あ

る
。従

っ
て
撥
音
後
の
半
濁
音
化
の
発
生
は
、
周
興
版
、
日
葡
辞
書
、
現
代
語
に
お
い
て
撥
音
後
の
ハ
行
音
が
規
則
的
に
　
［
p
］
音
化
す
る
事

か
ら
考
え
る
に
、
撥
音
が
後
接
の
子
音
の
影
響
を
受
け
る
鼻
音
で
あ
る
事
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
半
濁
音
化
の
発
生

（20）

原
因
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
撥
音
後
の
　
［
p
］
　
に
つ
い
て
鼻
音
の
性
質
を
材
料
に
音
声
レ
ベ
ル
に
お
け
る
理
由
付
け
を
試
み
た
。

四
、
覚
如
版
の
連
濁
の
実
態

さ
て
、
周
興
版
で
は
既
に
半
濁
音
符
も
成
立
し
、
そ
れ
が
　
［
p
］
音
が
音
素
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
事
の
現
れ
で
も
あ
る
事
は

既
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
よ
り
前
の
時
代
の
、
音
素
＼
p
＼
が
成
立
し
て
い
な
い
時
期
の
同
環
境
の
音
価
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
文

献
上
の
限
界
に
よ
り
直
接
そ
れ
を
窺
う
術
が
無
い
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
声
明
資
料
は
実
際
の
発
声
を
出
来
る
限
り
忠
実
に

書
記
上
に
写
し
取
っ
て
い
る
事
が
期
待
で
き
る
上
に
、
本
稿
で
扱
っ
て
い
る
『
周
興
版
法
華
俄
法
』
は
更
に
古
い
時
代
の
資
料
性
を
有
す
『
覚

如
版
法
華
俄
法
』
　
と
の
対
照
と
い
う
方
法
を
採
る
事
が
出
来
る
。
無
論
覚
如
版
で
は
半
濁
音
符
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
声
点
に
注
目
す

る
と
、
周
興
版
で
半
濁
音
符
が
付
さ
れ
て
い
た
字
の
覚
如
版
と
の
対
応
部
分
に
は
、
声
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
字
を
除
け
ば
全
て
単
声
点
が

（21）

加
え
ら
れ
て
い
る
。
周
興
版
で
の
半
濁
音
符
例
七
十
五
例
の
内
、
覚
如
版
で
は
十
四
例
に
声
点
が
打
た
れ
、
そ
の
全
て
が
単
声
点
で
あ
る
。

撥
音
後
環
境
の
例
に
単
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
序
で
引
い
た
「
半
濁
音
化
以
前
は
濁
音
化
し
て
い
た
」
と
い
う
説
と
は
相
反
す
る

事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
て
置
き
、
こ
の
単
声
点
は
単
純
に
次
の
二
通
り
の
解
釈
が
可
能
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

①
単
声
点
の
音
価
は
　
［
◎
］
　
で
あ
る
。

②
単
声
点
の
音
価
は
　
［
p
］
　
で
あ
る
。



こ
の
二
者
択
一
の
問
題
を
検
討
す
る
為
に
は
、
連
濁
環
境
下
の
覚
如
版
の
声
点
の
実
態
を
把
握
す
る
必
要
が
有
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
連

濁
す
る
音
声
環
境
に
あ
る
字
、
す
な
わ
ち
鼻
音
後
の
無
声
子
音
が
、
ど
の
程
度
連
濁
を
起
こ
す
か
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
。

連
濁
環
境
に
あ
る
字
の
内
、
声
点
を
有
す
る
も
の
を
以
下
に
示
す
。
猶
、
調
査
の
際
に
は
熟
語
内
切
形
態
素
同
士
の
結
合
性
に
は
一
切
考

（22）

慮
し
て
お
ら
ず
、
純
粋
に
音
声
学
的
な
条
件
を
満
た
し
た
も
の
を
取
り
出
し
た
。

〔
単
声
点
〕

厳
－
持
、
願
－
此
、
天
－
仙
、
心
事
、
観
世
、
乾
閲
、
人
非
、
蓮
華
、
三
七
、
門
現
、
今
復
、
還
親
、
親
近
、
頻
伽
、
今
敬
、
善
根
、
根
奉
、

三
十
、
番
属
、
藍
内
、
願
籍
、
善
根
、
薫
修
、
心
敬
、
本
－
師
、
志
東
、
檀
徳
、
三
乗
、
雲
白
、
音
宿
、
真
蕗
、
観
世
、
尊
大
、
賢
壷
、

貪
着
、
三
賓
、
暫
停
、
三
途
、
根
出
、
讃
歎
、
漸
悦
、
真
実
、
貧
瞑
、
瞑
痴
、
猿
猿
、
漸
悦
、
樽
法
、
凡
夫
、
云
何
、
演
説
、
臣
官
、

文
筆
、
変
現
、
旋
陀
、
聞
比
、
親
厚
、
近
虞
、
梵
志
、
貧
着
、
堅
固
、
演
暢
、
願
衆
、
願
諸
、
寅
朝
、
門
法
、
人
生
、
三
賛
、
檀
波

〔
複
声
点
〕

三
賛
、
三
賓
、
緑
覚
、
分
身
、
蓮
華
、
蓮
華
、
蓮
華
、
蓮
華
、
文
殊
、
蓮
華
、
文
殊
、
顔
甚
、
分
身
、
蓮
華
、
文
殊
、
眼
根
、
眼
根
、

洗
除
、
眼
根
、
種
種
、
三
賓
、
根
本
、
蓮
華
、
文
殊
、
蓮
華
、
文
殊
、
文
殊
、
親
近
、
文
殊
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、

親
近
、
間
訊
、
文
殊
、
文
殊
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
近
虞
、
親
近
、
文
殊
、
分
身
、

蓮
華
、
蓮
華
、
勧
請
、
真
諦

連
濁
環
境
下
に
あ
る
字
の
内
、
単
声
点
が
付
さ
れ
た
例
は
右
の
六
十
八
例
、
複
声
点
が
付
さ
れ
た
例
は
右
の
五
十
五
例
、
声
点
が
付
さ
れ

て
い
な
い
例
は
二
百
二
十
八
例
で
あ
る
。
ま
た
異
な
り
語
数
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
単
声
点
例
は
六
十
四
語
（
頻
度
一
が
六
十
語
、
頻
度
二

が
四
語
）
、
複
声
点
例
は
十
五
語
（
頻
度
一
が
九
語
、
頻
度
三
が
三
語
、
頻
度
十
が
二
語
、
頻
度
十
七
が
一
語
）
と
な
る
。

日
本
語
に
お
け
る
半
濁
音
化
を
め
ぐ
る
問
題

八
二
七
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両
者
の
総
用
例
数
に
は
大
き
な
差
は
無
い
が
、
異
な
り
語
数
で
は
単
声
点
例
に
比
し
て
複
声
点
例
の
方
が
少
な
い
。
こ
れ
は
連
濁
が
起
こ

る
語
が
あ
る
程
度
限
ら
れ
て
い
る
事
を
示
し
て
お
り
、
出
現
頻
度
の
高
い
語
は
連
濁
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
事
を
意
味
す
る
。

以
上
よ
り
、
覚
如
版
に
お
け
る
連
濁
は
音
声
的
な
要
因
の
み
な
ら
ず
、
熟
語
内
の
形
態
素
間
の
結
合
力
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る
事
が
推

測
出
来
る
。
そ
れ
は
音
声
的
要
因
の
み
を
考
慮
し
て
採
取
し
た
右
の
用
例
が
、
連
濁
す
る
も
の
と
連
濁
し
な
い
も
の
に
別
れ
た
事
、
ま
た
連

濁
を
起
こ
す
熟
語
が
あ
る
程
度
限
ら
れ
て
い
る
事
か
ら
判
断
出
来
る
。
従
っ
て
、
覚
如
版
に
お
け
る
連
濁
現
象
は
既
に
音
声
或
い
は
音
韻
レ

ベ
ル
の
同
化
で
は
無
く
、
語
彙
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

五
、
周
興
版
の
連
濁
の
実
態
と
覚
如
版
と
の
比
較

さ
て
、
次
に
周
興
版
に
お
け
る
連
濁
環
境
下
に
あ
る
字
も
見
て
い
く
必
要
が
有
る
。
前
節
の
覚
如
版
と
の
対
応
部
分
を
観
察
し
た
所
、
声

点
の
付
さ
れ
て
い
る
用
例
は
左
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。
猶
、
周
興
版
に
は
濁
音
符
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
複
声
点
と
同
じ
扱

い
に
し
て
合
わ
せ
て
観
察
し
た
。

〔
単
声
点
〕

音
宿

〔
複
声
点
・
濁
音
符
〕

分
身
、
蓮
華
、
蓮
華
、
蓮
華
、
蓮
華
、
文
殊
、
蓮
華
、
文
殊
、
蓮
華
、
顔
甚
、
分
身
、
蓮
華
、
文
殊
、
眼
根
、
眼
根
、
洗
除
、
眼
根
、

種
種
、
三
質
、
根
本
、
分
身
、
蓮
華
、
文
殊
、
蓮
華
、
文
殊
、
文
殊
、
親
近
、
文
殊
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、

間
訊
、
文
殊
、
文
殊
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
閑
虞
、
近
虞
、
親
近
、
文
殊
、
分
身
、

蓮
華
、
蓮
華
、
勧
請
、
真
諦



〔
半
濁
音
符
〕

三
賓
、
人
非
、
三
賓
、
三
賛
、
南
方
、
南
方
、
南
方
、
三
賛
、
三
賓
、
樽
法
、
凡
夫
、
面
奉
、
三
賛
、
文
筆
、
観
法
、
三
賛

周
興
版
で
は
、
連
濁
環
境
下
に
あ
る
字
の
内
、
単
声
点
が
付
さ
れ
た
例
は
一
例
、
複
声
点
が
付
さ
れ
た
例
は
五
十
五
例
、
半
濁
音
符
が
付

さ
れ
た
例
は
十
六
例
、
声
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
例
は
二
百
八
十
三
例
で
あ
る
。
ま
た
異
な
り
語
数
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
単
声
点
例
は

二
語
二
頻
度
一
が
一
語
）
、
複
声
点
或
い
は
濁
音
符
例
は
十
六
語
（
頻
度
一
が
十
一
語
、
頻
度
三
が
二
語
、
頻
度
十
が
一
語
、
頻
度
十
一
が
一
語
、
頻

度
十
七
が
一
語
）
、
半
濁
音
符
例
は
八
語
（
頻
慶
一
が
六
語
、
頻
度
三
が
一
語
、
頻
度
七
が
〓
詔
）
と
な
る
。

覚
如
版
と
の
大
き
な
違
い
は
、
単
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
字
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
清
濁
の
書
き
分
け
が
厳

密
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
う
濁
音
符
の
成
立
に
よ
っ
て
清
音
を
特
に
単
声
点
に
よ
っ
て
表
記
す
る
必
要
が
無
く
な
っ
た
事
が
理
由
で
あ
ろ
う
。

こ
の
事
は
連
濁
環
境
下
の
対
応
部
分
を
更
に
細
か
く
見
る
事
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。

〔
覚
如
版
に
単
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
例
〕

（
覚
如
版
・
単
声
点
1
周
興
版
・
単
声
点
）
…
一
例

音
宿

（
覚
如
版
・
単
声
点
1
周
興
版
・
複
声
点
）
…
一
例

蓮
華

（
覚
如
版
・
単
声
点
1
周
興
版
・
半
濁
音
符
）
…
七
例

大
井
、
三
賓
、
挿
法
、
凡
夫
、
文
筆
、
三
賓
、
檀
波

（
覚
如
版
・
単
声
点
1
周
興
版
・
声
点
無
シ
）
…
六
〇
例

日
本
語
に
お
け
る
半
濁
音
化
を
め
ぐ
る
問
題

八
二
九
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〇

厳
l
持
、
願
－
此
、
天
】
仙
、
心
奉
、
観
世
、
乾
開
、
三
七
、
門
現
、
今
復
、
還
親
、
親
近
、
頻
伽
、
今
敬
、
善
根
、
根
奉
、
三
十
、

番
属
、
藍
内
、
願
籍
、
善
根
、
薫
修
、
心
敬
、
本
【
師
、
轟
東
、
檀
徳
、
三
乗
、
雲
白
、
真
l
浄
、
観
世
、
尊
大
、
賢
品
王
、
貪
着
、

暫
停
、
三
途
、
根
出
、
讃
歎
、
漸
悦
、
真
実
、
貧
瞑
、
瞑
痴
、
猿
猿
、
漸
悦
、
云
何
、
演
説
、
臣
官
、
変
現
、
旋
陀
、
聞
比
、

親
厚
、
近
虞
、
梵
志
、
貧
着
、
堅
固
、
演
暢
、
願
衆
、
願
諸
、
寅
朝
、
門
法
、
人
生
、
檀
波

〔
覚
如
版
に
複
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
例
〕

（
覚
如
版
・
複
声
点
1
周
興
版
・
単
声
点
）
…
○
例

用
例
無
シ

（
覚
如
版
・
複
声
点
1
周
興
版
・
複
声
点
或
い
は
濁
音
符
）
…
五
二
例

分
身
、
蓮
華
、
蓮
華
、
蓮
華
、
蓮
華
、
文
殊
、
蓮
華
、
文
殊
、
顔
甚
、
分
身
、
蓮
華
、
文
殊
、
眼
根
、
眼
根
、
洗
除
、
眼
根
、

種
種
、
三
賓
、
根
本
、
蓮
華
、
文
殊
、
蓮
華
、
文
殊
、
文
殊
、
親
近
、
文
殊
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、

間
訊
、
文
殊
、
文
殊
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
親
近
、
近
虞
、
親
近
、
文
殊
、
分
身
、

蓮
華
、
蓮
華
、
勧
諸
、
真
諦

（
覚
如
版
・
複
声
点
1
周
興
版
・
声
点
無
シ
）
…
三
例

三
賓
、
三
賛
、
緑
覚

右
の
対
応
関
係
を
見
て
み
る
と
、
同
じ
連
濁
環
境
下
に
お
い
て
も
覚
如
版
で
単
声
点
が
付
さ
れ
た
も
の
と
、
複
声
点
が
付
さ
れ
た
も
の
で

は
周
興
版
で
の
声
点
、
濁
音
符
、
半
濁
音
符
の
付
さ
れ
方
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
覚
如
版
で
単
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
例
の
多
く
は
周
興
版

で
は
声
点
が
付
さ
れ
な
い
の
に
対
し
、
覚
如
版
で
複
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
例
は
複
声
点
或
い
は
濁
音
符
が
付
さ
れ
て
い
る
事
が
多
い
。
こ

の
事
は
先
に
述
べ
た
通
り
、
周
興
版
で
は
清
濁
の
書
き
分
け
が
厳
密
と
な
り
、
清
音
が
言
わ
ば
無
標
と
な
っ
て
い
る
為
、
声
点
を
付
す
必
要



が
減
じ
て
い
る
事
を
示
唆
す
る
。
逆
に
言
え
ば
、
単
声
点
が
付
さ
れ
る
事
は
非
常
に
珍
し
く
、
特
別
に
注
意
を
促
す
必
要
が
有
る
場
合
に
の

み
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
言
え
ば
、
周
興
版
に
お
い
て
は
、
本
稿
が
問
題
と
し
て
い
る
半
濁
音
符
が
付
さ
れ
た
例
と
、
声
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
例
と
を
無
視

す
る
と
、
覚
如
版
で
連
濁
を
起
こ
し
て
い
る
熟
語
と
周
興
版
で
連
濁
を
起
こ
し
て
い
る
熟
語
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
事
が
分
か
る
（
一
例
「
蓮

華
」
の
例
外
有
り
）
。
す
な
わ
ち
、
覚
如
版
で
単
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
例
は
周
興
版
で
も
単
声
点
が
付
さ
れ
、
覚
如
版
で
複
声
点
が
付
さ
れ
て

い
る
例
は
周
興
版
で
も
複
声
点
或
い
は
濁
音
符
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
連
濁
を
起
こ
す
熟
語
が
覚
如
版
と
周
興
版
で
一
致
し
て
い

る
事
を
意
味
し
て
お
り
、
覚
如
版
で
連
濁
を
起
こ
し
て
い
る
熟
語
は
基
本
的
に
周
興
版
で
も
連
濁
を
起
こ
す
と
言
え
る
。

六
、
［
◎
］
　
か
　
［
P
］
　
か

先
の
四
節
、
五
節
の
要
点
を
以
下
に
纏
め
る
。

・
覚
如
版
に
お
い
て
、
鼻
音
後
の
無
声
子
音
は
確
実
に
連
濁
す
る
訳
で
は
な
い
。
頻
度
の
高
い
熟
語
は
連
濁
す
る
傾
向
に
あ
る
事
か
ら
推

察
す
る
と
、
熟
語
内
形
態
素
間
の
結
合
性
が
連
濁
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
連
濁
が
語
彙
レ
ベ
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い

る
事
を
示
す
。

・
周
興
版
で
は
清
濁
の
書
き
分
け
が
厳
密
に
な
り
濁
音
符
が
使
用
さ
れ
る
と
同
時
に
、
清
音
を
表
示
す
る
単
声
点
の
必
要
性
が
減
じ
た
。

そ
の
為
、
単
声
点
を
付
す
事
は
非
常
に
珍
し
く
、
特
に
注
意
を
促
す
よ
う
な
特
殊
な
場
合
に
の
み
使
用
さ
れ
る
。

・
覚
如
版
と
周
興
版
の
連
濁
環
境
下
に
あ
る
熟
語
を
比
べ
る
と
、
連
濁
を
起
こ
す
熟
語
が
覚
如
版
と
周
興
版
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

さ
て
、
四
節
で
提
示
し
た
問
題
点
は
、
周
興
版
で
半
濁
音
符
が
付
さ
れ
て
い
た
字
の
、
覚
如
版
と
の
対
応
部
分
に
は
声
点
が
付
さ
れ
て
い

日
本
語
に
お
け
る
半
濁
音
化
を
め
ぐ
る
問
題
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ま
ノ濁連レ

し酎l図

研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
二

な
い
字
を
除
け
ば
全
て
単
声
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
単
声
点
の
音
価
は
、
①
［
◎
］
②

［
p
］
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
右
の
三
つ
の
要
点
は
こ
の
間
題
に
い

か
な
る
帰
結
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

覚
如
版
と
周
興
版
の
間
で
連
濁
を
起
こ
す
熟
語
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
す
な
わ

ち
、
一
語
化
し
た
語
が
両
者
殆
ど
重
な
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
周
興
版
の
一
語
化
し
た
語
は
連
濁

或
い
は
半
濁
音
化
に
よ
っ
て
伺
わ
れ
、
対
応
す
る
覚
如
版
の
語
も
ま
た
一
語
化
し
た
も
の
と
見
る

事
が
出
来
る
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
図
1
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

周
興
版
で
半
濁
音
符
を
付
さ
れ
、
且
つ
覚
如
版
で
単
声
点
を
付
さ
れ
て
い
る
撥
音
後
の
例
（
図
1

の
「
？
」
の
部
分
）
は
「
人
非
人
」
「
三
賛
」
「
韓
法
」
「
凡
夫
」
「
韓
法
」
「
三
賛
」
「
檀
波
」
の
七
例

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
周
興
版
で
半
濁
音
符
が
付
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
当
然
一
語
化
し
た
熟
語

で
あ
る
と
言
え
る
。
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は
一
語
化
が
連
濁
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
と
さ
れ
、
そ
れ

に
従
え
ば
こ
れ
ら
七
例
も
連
濁
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
濁
声
点
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
そ

の
単
声
点
が
　
［
p
］
音
化
し
た
と
解
釈
す
る
他
は
無
い
事
に
な
る
。

ま
た
先
に
推
定
し
た
撥
音
後
の
［
p
］
音
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
是
と
す
る
な
ら
ば
、
口
腔
か
ら

の
呼
気
の
流
出
を
防
ぐ
点
で
破
裂
音
で
あ
る
［
p
］
　
の
方
が
都
合
が
良
い
訳
で
あ
る
か
ら
、
撥
音

後
の
ハ
行
音
は
一
貫
し
て
［
p
］
音
化
し
、
［
◎
］
は
こ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
周
興
版
、
並
び
に
自
衛
辞
書
の
撥
音
後
の
ハ
行
音
の

分
布
が
［
b
］
［
p
］
に
偏
っ
て
現
れ
て
［
◎
（
h
）
］
に
現
れ
な
い
事
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
こ
れ
ら
七
例
の
単
声
点
が
付
さ
れ
た
字
は
［
p
］

音
化
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。

従
っ
て
、
覚
如
版
に
お
け
る
ハ
行
音
の
音
声
的
現
わ
れ
は
表
2
に
示
す
様
に
な
る
。
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結
　
　
　
び

本
稿
で
は
半
濁
音
化
発
生
の
要
因
、
並
び
に
半
濁
点
表
記
が
存
在
し
な
い
時
代
の
ハ
行
音
の
音
価
、

す
な
わ
ち
＼
◎
＼
音
素
上
に
あ
る
異
音
の
位
置
に
あ
っ
た
　
［
p
］
　
の
実
態
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
は
主
に
撥
音
後
環
境
の
半
濁
音
符
が
付
さ
れ
た
部
分
の
音
価
に
つ

い
て
考
察
し
た
が
、
促
音
後
環
境
に
つ
い
て
は
殆
ど
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
撥
音
後
の
場
合
と
並
行

的
に
考
え
て
、
且
つ
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
等
の
状
況
と
照
合
す
る
と
、
覚
如
版
に
お
け
る
促
音
後
環
境

（23）

の
単
声
点
に
つ
い
て
も
　
［
p
］
　
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
撥
音
直
後
の
ハ
行
音
は
鎌
倉
時
代
に
は
　
［
p
］
　
と
な
っ
て
い
た
事

が
窺
わ
れ
る
。
つ
ま
り
［
p
］
は
か
な
り
早
く
か
ら
＼
◎
＼
音
素
上
の
異
音
と
し
て
存
在
し
て
い
た
事

が
声
明
資
料
に
お
い
て
推
定
さ
れ
る
事
に
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
半
濁
音
化
発
生
の
原
因
か
ら
見
て

も
当
然
の
事
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
促
音
後
の
場
合
は
一
語
化
の
標
識
と
し
て
　
［
◎
］
　
が
逆
行
同

化
す
る
過
程
に
お
い
て
音
声
的
要
因
に
よ
り
［
p
］
音
化
し
、
撥
音
後
の
場
合
で
は
連
濁
し
な
い
［
◎
］

が
音
声
的
要
因
に
よ
っ
て
［
p
］
音
化
す
る
。
つ
ま
り
促
音
並
び
に
撥
音
の
成
立
と
共
に
［
p
］
音

化
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
促
音
後
、
撥
音
後
共
に
清
音
と
し
て
の
ハ
行
音
＼
◎
＼
の

条
件
異
音
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
撥
音
後
の
ハ

行
音
に
見
ら
れ
る
　
［
b
］
　
と
　
［
p
］
　
の
対
立
は
新
旧
の
差
、
つ
ま
り
通
時
論
的
な
現
象
で
は
な
く
、

（24）

共
時
論
的
な
、
し
か
も
音
声
的
な
条
件
異
音
と
し
て
捉
え
る
べ
き
現
象
で
あ
ろ
う
。

日
本
語
に
お
け
る
半
濁
音
化
を
め
ぐ
る
問
題



注（1）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（2）（3）（4）（5）（6）

（7）（8）（9）（10）

叫
鼎
的

（12）

本
稿
に
お
け
る
「
半
濁
音
化
」
は
音
韻
レ
ベ
ル
に
お
け
る
変
化
で
あ
り
、
パ
行
音
が
音
韻
論
的
に
独
立
的
な
地
位
を
獲
得
し
た
事
を
前
提
に
し
た

術
語
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
清
音
、
濁
音
、
半
濁
音
の
音
韻
論
的
な
三
項
対
立
が
成
立
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
清
音
が
半
濁
音
に
変
化
す
る
事

を
「
半
濁
音
化
」
と
言
う
。
一
方
、
日
本
語
の
歴
史
の
中
で
半
濁
音
と
い
う
音
韻
論
的
範
疇
が
存
在
し
な
か
っ
た
時
期
に
お
い
て
も
音
声
レ
ベ
ル
に

お
い
て
ハ
行
音
が
［
p
］
音
に
変
化
し
て
い
た
事
が
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
音
声
レ
ベ
ル
で
の
変
化
を
本
稿
で
は
「
［
p
］
音
化
」
と
呼
ぶ
。

沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
、
一
〇
二
八
頁

迫
野
虔
徳
「
撥
音
の
後
の
パ
行
音
　
1
p
音
の
発
生
と
展
開
－
」
（
『
奥
村
三
雄
教
授
退
官
記
念
　
国
語
学
論
叢
』
桜
楓
社
、
一
九
八
九
）
八
一
八
－

八
二
〇
頁

柳
田
征
司
『
室
町
時
代
語
資
料
に
よ
る
基
本
語
詞
の
研
究
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
九
一
、
一
〇
〇
頁
。
一
部
簡
略
化
し
て
転
載
さ
せ
て
頂
い
た
。

『
講
座
国
語
史
2
　
音
韻
史
・
文
字
史
』
大
修
館
書
店
、
一
九
七
二
、
九
〇
－
九
一
貢

こ
の
「
n
i
f
f
O
n
」
の
例
に
関
し
て
は
疑
義
を
挟
む
論
が
有
る
が
、
後
述
す
る
。

周
興
版
法
華
俄
法
・
例
時
作
法
に
お
け
る
半
濁
音
符
は
、
先
掲
沼
本
論
文
（
九
八
三
頁
）
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

江
戸
後
期
に
は
喉
音
化
し
た
も
の
と
解
釈
し
た
。

こ
の
小
書
き
の
「
ツ
」
に
関
し
て
は
、
別
に
論
じ
た
事
が
有
る
。
拙
稿
「
声
明
資
料
に
お
け
る
『
ず
ら
し
表
記
』
を
巡
っ
て
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点

資
料
』
第
一
〇
一
婦
）
を
参
照
。
こ
の
小
書
き
の
「
ツ
」
は
底
本
の
奥
書
の
時
代
、
す
な
わ
ち
文
亀
頃
の
実
態
を
反
映
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
促
音
の
中
に
は
同
一
の
音
韻
論
的
範
疇
に
属
す
舌
内
入
声
音
も
含
む
。

前
掲
柳
田
　
（
一
九
九
二
九
五
1
九
六
頁
。

濱
田
敦
「
ハ
行
音
の
前
の
促
音
－
p
音
の
発
生
」
（
『
続
朝
鮮
資
料
に
よ
る
日
本
語
研
究
』
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
三
）
七
六
頁
、
迫
野
虔
徳
「
撥

音
の
後
の
パ
行
音
－
p
音
の
発
生
と
展
開
－
」
（
『
奥
村
三
雄
教
授
退
官
記
念
　
国
語
学
論
叢
』
桜
楓
社
、
一
九
八
九
）
八
二
〇
頁
。
詳
し
く
は
後
述
す

る
。筆

者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
使
用
出
来
る
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
化
さ
れ
た
国
語
辞
書
を
使
用
し
、
「
ツ
＋
ハ
行
音
」
を
検
索
し
て
み
た
所
、
外

来
語
の
み
（
エ
ッ
フ
ェ
ル
ト
ウ
、
ラ
ッ
フ
ル
ズ
、
ワ
ッ
フ
ル
、
ゴ
ッ
ホ
）
が
検
出
さ
れ
た
。
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（18）（19）（20）（21）（22）

（23）（24）

前
掲
迫
野
（
一
九
八
九
）
　
八
二
二
－
八
二
五
貢

注
1
2
と
同
様
に
「
ン
＋
ハ
行
音
」
を
検
索
し
た
所
、
外
来
語
と
語
構
成
の
構
造
上
撥
音
を
含
む
形
態
素
が
外
側
に
あ
る
例
の
み
で
あ
っ
た
。
以
下

に
若
干
例
を
示
す
。

ア
ル
タ
ン
・
バ
ン
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
、
エ
セ
ン
・
バ
ン
、
か
い
ぐ
ん
へ
い
が
っ
こ
う
（
海
軍
兵
学
校
）
、
か
ん
き
ょ
う
き
は
ん
ほ
う
（
環
境
基

本
法
）
、
か
ん
こ
く
と
う
か
ん
ふ
（
韓
国
統
監
府
）
、
か
ん
じ
ん
は
っ
き
（
漢
人
八
旗
）
、
か
ん
せ
い
の
さ
ん
は
か
せ
（
寛
政
の
三
博
士
）
、
か
ん

は
っ
し
ゅ
う
（
関
八
州
）
、
か
ん
ふ
げ
ん
き
ょ
う
（
観
普
賢
経
）
、
き
ん
ふ
し
ょ
く
（
金
富
拭
）
、
げ
た
ん
は
（
下
駄
の
歯
）
、
け
っ
せ
ん
ひ
じ
ょ

う
そ
ち
よ
う
こ
う
（
決
戦
非
常
措
置
要
綱
）
、
げ
ん
し
り
ょ
く
さ
は
ん
ほ
う
（
原
子
力
基
本
法
）

前
掲
濱
田
　
二
九
八
三
）
　
七
八
頁

前
掲
迫
野
（
一
九
八
九
）
　
八
二
六
頁

前
掲
柳
田
（
一
九
九
〓
八
五
－
九
四
貢
。
も
う
少
し
詳
し
く
言
う
と
、
n
翌
日
の
場
合
は
「
音
便
が
一
般
化
し
て
同
化
現
象
が
進
ん
だ
」
事
に

よ
り
－
n
や
か
ら
－
m
p
－
に
変
化
し
た
と
す
る
。
ま
た
m
翌
日
の
後
の
p
音
に
つ
い
て
は
古
代
の
p
音
が
残
存
し
た
も
の
を
認
め
る
。
正
確
に
は
更
に

細
分
化
し
て
考
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

前
掲
清
田
　
（
一
九
八
三
）
　
七
六
貢

前
掲
迫
野
二
九
八
九
）
　
八
一
九
頁

但
し
、
音
声
レ
ベ
ル
と
言
っ
て
も
結
局
は
促
音
・
撥
音
の
音
韻
論
的
意
識
に
そ
の
原
因
が
帰
す
る
事
は
言
う
ま
で
も
無
く
、
促
音
後
、
撥
音
後
の

パ
行
音
は
促
音
、
撥
音
と
い
う
音
韻
論
的
範
疇
が
出
来
上
が
っ
た
事
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
従
来
の
説
を
覆
す
も
の
で
は
無
い
。

そ
の
内
訳
は
、
促
音
後
環
境
が
七
例
、
撥
音
後
環
境
が
七
例
で
あ
る
。

但
し
、
鼻
音
後
に
区
切
点
な
ど
が
入
り
、
文
や
句
の
切
れ
目
が
二
字
の
間
に
入
る
場
合
は
除
く
。

周
興
版
に
お
い
て
半
濁
音
符
を
付
さ
れ
、
且
つ
覚
如
版
で
単
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
促
音
後
環
境
の
例
は
「
法
井
」
「
闊
婆
」
「
八
部
」
「
八
部
」

「
卒
暴
」
「
説
法
」
「
勿
抱
」
の
七
例
で
あ
る
。

但
し
、
連
濁
が
規
則
的
に
起
こ
っ
て
い
た
時
代
に
関
し
て
は
、
翌
日
後
の
ハ
行
音
は
規
則
的
に
［
b
］
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
［
p
］
と

な
る
の
は
連
濁
に
規
則
性
が
失
わ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
確
か
に
［
b
］
よ
り
は
新
し
い
音
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

日
本
語
に
お
け
る
半
濁
音
化
を
め
ぐ
る
問
題




